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    2021. 2

（竹中医院　院長）
竹 中 裕 昭

日 本 史 上 初 の 疫 病 流 行
～ 人 口 の 半 数 以 上 が 亡 く な っ た

約 1 7 0 0 年 前 の 危 機 〜

　まさに当時の混乱ぶりが伝わってくるよう
な記載です。崇神天皇の時代は西暦 250 年か
ら 300 年頃のことと考えられており、これは
約 1700 年前のできごとです。当時は弥生時
代から古墳時代への移行期で、首都は奈良県
の三輪山麓にある纏向（まきむく）、皇居は磯
城瑞籬宮（しきみずかきのみや / 奈良県桜井市
金屋）です。この纒向は邪馬台国近畿説の有
力候補地で、ここで日本初の都市が生まれて
いたという研究者もいますので、日本で初め
ての都市の「密」状態が疫病流行の誘因となっ
たのかもしれません。あるいはこの頃から築
造が始められた古墳の建設現場の「密」状態
が疫病流行の誘因となったのかもしれません。
　当時はウイルスや細菌が疫病流行の原因と
いうことはわかりませんし、仏教もまだ日本
に伝来していません。まさに人民絶滅の危機
に瀕した崇神天皇は考えられました。「私の
代になって、よく災害がある。これは良い政
治が行われていないから、神祇が咎を与えて
いるのではないか」
　当時は皇居内で天神地祇（天上界の神々で
ある天津神と日本土着の神々である国津神）
を代表する形で天照大神（あまてらすおおみ
かみ）と日本大國魂神（やまとおおくにたまの

　日本で最初の COVID-19 は昨年 1月16 日、
中国の湖北省武漢市から帰国した神奈川県在
住の 30 代の男性から始まったとされていま
す。以後、昨年は世界的に COVID-19 一色と
なってしまい、すっかり忘れられていました
が、実は昨年 2020 年は日本書紀完成 1300 年
の記念の年でした。日本書紀を紐解くと、わ
が国が「疫病」という国難をどのように切り
抜けてきたかという歴史についても記されて
います。
　最初の疫病の記録は崇神天皇 5 年条に遡り
ます。

　五年、国內多疾疫、民有死亡者、且大半矣。
（崇神天皇即位 5 年、国内に疫病が多く発生
して、人民の半数以上が死亡しました）

　六年、百姓流離、或有背叛、其勢難以德治之。
是以、晨興夕惕、請罪神祇。

（崇神天皇即位 6 年、百姓は流浪し、なかに
は背く者もいました。国が荒れる勢いはすさ
まじく、天皇が徳を持って治めることが難し
い程でした。そこで天皇は朝まで眠らずに神
祇（天津神、国津神）に疫病がおさまるように
祈祷したのです）
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かみ）が祀られており、崇神天皇は何とか疫
病がおさまるように宮中で両神に祈りを捧げ
つつ、政務に更に励みまれました。しかしこ
こで思いがけないことが生じます。天照大神

（天津神）と倭大国魂神（国津神）を並べて祀っ
ていたところ、両神のパワーが強過ぎてうま
くいかず、天皇は両神と同居することに不安
を感じるようになってしまわれました。その
ような折、いつものように宮中で熱心に祈ら
れる天皇のもとに天照大神の神霊があらわれ
て、「吾が魂と大国魂の霊を分けて、宮殿の外
に祀ってほしい」と告げられました。天皇は
天津神と国津神を一緒に祀ると災いがあり、
不浄の住居に最も大切な神々を祀ったことが
不敬に当たったのだと考えられ、両神をそれ
ぞれ 2 人の皇女に託して、皇居外で祀らせる
ことにされました。それが後の伊勢神宮につ
ながっていきます。
　しかしながら、そのようにしてもなお、こ
の危機的状況を打開することができませんで
した。そこで今度は神淺茅原で命神龜（占い）
をして、災いを起こす理由を見極めることに
なりました。その当日、天皇の大おばである
倭迹迹日百襲姫命（やまとととひももそひめ
のみこと）が神憑りになり、「私をよく祀れば
天下は平穏になるだろう」という神託を告げ
られました。天皇が「あなたはいずれの神な
のですか」と尋ねられると、「私は倭（大和）
国のなかにいる神で大物主神という」という
答えが返ってきました。この倭迹迹日百襲姫
命は邪馬台国の女王、卑弥呼にも比定される
人物です。天皇は神託にしたがって大物主神
を祀られました。

　それでもなお、一向に効験はあらわれませ
ん。そこで天皇は更なる神示を得ようと必死
に祈られました。すると夢に大物主神が現れ、

「我が子、大田田根子に私を祀らせるならば、
たちどころに平穏になるだろう」と天皇に告
げられました。倭迹々日百襲姫、大水口宿禰、
伊勢麻績君の 3 人も共に同様の夢を見たと言
いました。これを受けて、天皇が早速、手を
尽くして大田田根子を探させたところ、茅渟
県の陶邑（現在の大阪府泉北地域で、かつて
須恵器の製作で栄えたところ）で見つかりま
した。そして大田田根子が御諸山（三輪山）に
大物主神の和魂を鎮め祀り、さらに八十万の
神々も祀り、神社の制度を整え定めると、よ
うやく疫病が途絶えて国内は平穏となり、五
穀豊穣となって人民は豊かになりました。以
後、大田田根子は大神神社（おおみわじんじゃ）
の祭祀を司ることになり、三輪氏・大神氏の
始祖となりました。またこれ以降、伝統の家
柄の者がそれぞれの神を奉斎することになり
ました。ちなみに神社に参拝する時に口をゆ
すぎ手を洗って清潔にしてからお詣りする手
水舎の習慣はこの時代に始まったとする説も
あります。
　こうして 2 年がかりで本邦有史上、初の疫
病流行は終息しました。現代から見るとよう
やく集団免疫を獲得し終息に至ったのでしょ
うが、知識も技術も何もない約 1700 年前の
世では、試行錯誤の上、神への祀り方を変え
ることで疫病終息に至ったと考えられたので
す。その過程で大神神社が生まれ、伊勢神宮
誕生のきっかけが生まれ、神社の幾つかの慣
習も生まれました。また疫病終息の 5 年後に
は日本初の人口調査も行われたとされていま
す。
　顧みて、昨年始まったコロナ禍の中、新し
い生活様式が叫ばれ、リモートの普及、自転
車の見直しなどが始まっています。2021 年
はこのコロナ禍を克服し、より明るい未来が
待っていることを期待します。



理事会報告
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◎令和 3 年度 1 月定例理事会　　　
　日　時　令和 3 年 1 月 22 日〈金〉  
　　　　　午後 8 時〜 9 時 7 分
　場　所　WEB 会議システム（Zoom）

協議事項
１．令和 3 年度精神保健福祉相談への従事医

師の推薦について　　　　 ＜有田会長＞
　　浪速区保健福祉センターより標記相談へ

の医師の推薦依頼があった。

協議の結果、精神科、心療内科を標榜
している医療機関の医師に依頼するこ
ととなった。
なお、前田泰久医師（前田クリニック）
は内諾済みとのことである。

２．令和 3・4 年度大阪市障がい支援区分認
定審査会委員の推薦について

　　　　　　　　　　　　　　 ＜有田会長＞
　　府医を通して大阪市より標記委員への

推薦依頼があった。

協議の結果、鍵本医師にどたなか推
薦頂くこととなった。

３．「薬価基準点数早見表」の取りまとめに
ついて　　　　　　　　　 ＜有田会長＞

　　標記冊子については 2 年に 1 回改訂があ
り本会で購入して会員へ配付していたが、
府医より今年度より毎年改定があるとの
通達があった。今後の取りまとめについ
て協議願いたい。

協議の結果、今年度より各自有料に
て購入、現金と引き換えに医師会館
まで取りにきて頂くこととなった。

４．令和 3 年度上半期中央急病診療所出務医
師割当について　　　　　 ＜原田理事＞

　　資料のとおり案をまとめた。　　

協議の結果、了承。

５．その他
　　なし。

報告事項
１．郡市区等医師会長協議会について
　　（ 1 月 22 日〈金〉）　　　　  ＜有田会長＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

会長挨拶△

連絡事項
（1）令和 3 年度特定健診・特定保健指導集

合契約にかかる受託業務内容確認調査
の件

（2）新型コロナウイルス感染症対策の件
（3）令和 3 年度医療機関ならびに勤務医医

師賠償責任保険団体契約更新の件
（4）再審査請求における審査方式の変更

の件
（5）2 月度行事・会合日程の件　 　 △

閉会
　　　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）
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６．第 2 回大阪市内医師会救急医療担当理事
連絡協議会について

　　（ 1 月 15 日〈金〉）　　　  　＜原田理事＞
次第は次のとおり。△

開会△

挨拶△

議事
（1）大阪市急病診療実績等について
（2）令和 3 年度上半期分中央急病診療所出

務医師割当（案）について
（3）大阪市内医師会における急病診療に関

する会議等の開催状況について
（4）その他△

閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）
　

７．その他
　　なし。

次回理事会　
　　令和 3 年 2 月 15 日〈月〉　午後 8 時〜
　　　　　　　　　　　　　　【WEB 開催】

２．大阪市医師会連合会委員会について
　　（ 1 月 18 日〈月〉）　　  　　＜有田会長＞
　　次第は次のとおり。　　△

報告事項
（1）令和２年度大阪市医療・病床懇話会
　  （ 12 月 23 日）の件

（2）令和２年度大阪市東部保健医療協議会
　  （ 1 月 8 日）の件

（3）その他△

連絡事項
（1）新型コロナウイルスワクチン接種の件
（2）その他
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

３．定期地域ケア会議について
　　（書面開催）　　　　 　＜久保田副会長＞

今回は新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止のために書面開催となり、浪速
区地域包括支援センターの取組みに対す
る意見等を送付した。
　　　　　　　　　　　　 　（詳細　略）

４．自立支援型ケアマネジメント検討会議に
ついて

　　（ 1 月 12 日〈火〉）　  　　＜藤吉副会長＞
次第は次のとおり。△

出席者の自己紹介△
検討会議の趣旨について△

守秘義務について△

検討事例△

まとめ
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

５．浪速区在宅医療・介護連携推進会議につ
いて

　　（ 1 月 13 日〈水〉）　　　  ＜藤吉副会長＞
次第は次のとおり。　△

ACP（人生会議）の周知啓発について△

区広報紙 2 月号 A ケアカード特集記事
について△

その他
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）



3月度学術講演会の
　　　　　　お知らせ

　3 月の浪速区医師会講演会の内容は下記の
とおりです。
　今回は WEB での開催を予定しております。
ご参加希望の方は、事前に本会までメールに
てお申込みいただきますようお願いいたしま
す。多数の先生方の参加をお待ちいたします。

　日時：令和 3 年 3 月 13 日〈土〉
　　　　午後 2 時〜 4 時
　場所：WEB 講習会

　演題：  タイトル CKD における病診連携
　　　　　　　－高カリウム治療を含めて－
　講師：第二大阪警察病院
　　　　 　腎臓内科  副部長　水野 仁  先生

　本勉強会は、大阪府医師会生涯研修システ
ムの対象となっております。
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■ 相談内訳（重複有）

 

①
　
医
　
療　

① 診療所・医師に関して 1 件

② 訪問診療できる医療機関に関して 1 件

③ 病院（入院・転院先等）に関して 1 件

④ 歯科に関して 0 件

⑤ 薬局・薬剤師に関して 0 件

⑥ 訪問看護に関して 2 件

⑦ 医療の手続きに関して 0 件

⑧ その他 1 件

②
　
介
　
護

① ケアマネに関して 1 件

② 地域包括支援センターに関して 0 件

③ 介護事業所等に関して 1 件

④ 介護の手続きに関して 1 件

⑤ その他　 0 件

③ 退院支援に関して 0 件

④ 看取りに関して 0 件

⑤ その他（内容：　　　　） 0 件

合　　計 9 件

＜お問合せ＞　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室

〒 556-0022 大阪市浪速区桜川 4-11-16 アリタビル 50B

 TEL:070-1760-4964　　FAX:06-6567-8058

　1 月の相談件数は 9 件でした。ブルーカー
ドシステムについての相談と、在宅医の希望
と介護に関する相談でした。非常事態宣言が
出された今、一層の感染予防にご協力をお願
いします。高齢者の感染、発病を予防するた
めに出来る事を確実に行っていきたいと思い
ます。
　在宅医療、介護において何か困ったことや
問い合わせ等ありましたらご連絡ください。
よろしくお願いします。

相談受理実績
■ 個別ケースに関する相談（R02. 1 月度）

① 医科 0 件

② 歯科 0 件

③ 薬局・薬剤師 0 件

④ 病院　地域連携相談室 1 件

⑤ 訪問看護 0 件

⑥ 介護支援専門員 4 件

⑦ 地域包括支援センター 1 件

⑧ ⑥⑦以外の介護関係事業所 1 件

⑨ 認知症初期集中支援チーム 0 件

⑩ 他区在宅医療・介護連携支援室 1 件

⑪ 区役所・保健福祉センター 1 件

⑫ 区民 0 件

⑬ その他（ 　　　 ） 0 件

合　　計 9 件

●　　　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室　からのお知らせ
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　●保健福祉センター�
　　3 月 4 日〈木〉午後 1 時 40 分〜 3 時 30 分
　　　　小児科　橋村　夏野子
　　　　　　　　愛染橋病院

　●保健福祉センター�
　　3 月 18 日〈木〉　午後 2 時〜 3 時 30 分
　　　　　本田　秀明・北村　栄作

　●中央急病診療所
　　3 月 5 日〈金〉深夜 22：00 〜 30：00
　　　　　小池　洋志

　令和 3 年 3 月の各業務の出務予定は次のと
おりです。ご協力のほどよろしくお願いいた
します。

　●保健福祉センター�
　　3 月 25 日〈木〉午後 1 時 40 分〜 3 時 30 分
　　　　小児科　本田　秀明
　　　　小児科　木村　暢佑
　　　　眼　科　山尾　信吾
　　　　耳鼻科　中村　泰久

浪速区医師会
活動の伝言板



　このあとがきは、新型コロナ第 3 波、2 回目
の緊急事態宣言中に書かせていただいており
ます。2 月 7 日に解除予定でしたが、延長と
なり、大阪の感染者数は徐々に減り、1 日の
感染者数は 100 人以下となる日もあり、重症
病棟使用率は 60％以下となってきました。
　巻頭言で竹中裕昭先生が日本書紀の「疫病」
の記録について詳細に書いてくださいまし
た。人民の半数以上が死亡したとの記載もあ
るとのこと、疫病の原因がわからなかった時
代、人々はもがき苦しんだことでしょう。神
社に参拝する際の作法の一番目ともいうべき

「手水」、手水舍の前で「心身の浄化」のため
に手水を行うことが大切とされていますが、
感染予防の基本、うがい、手洗いは、手水に
通じるように思います。この手水の習慣もこ
の時期に始まったとする説もあるそうです。
現代のような医療体制でない 1700 年前の日
本における本邦有史上初の疫病は 2 年がかり
で終息したそうです。新型コロナ感染とは比
較できませんが、通じることはたくさんある
ような気がして、大変興味深く読ませていた
だき、勉強になりました。
　1918 年から 1920 年にかけて全世界に大流
行した通称スペイン風邪、全世界で 5 億人が
感染したとされ、死亡者も 1 億人を超えてい
たと推定されています。世界的な流行では、
第 1 波は 1918 年 3 月、第 2 波は 1918 年 8 月、
第 3 波は 1919 年 1 月から始まったとされて
いるそうです。3 月、8 月、年が明けての 1 月
の流行、日本における流行の波の時期と重な
る部分もあることに驚きました。スペイン風
邪の終息には 3 年かかったそうです。
　2 月 13 日、午後 11 時すぎ、2011 年 3 月 11 日
の東日本大地震の余震と考えられる震度 6 強
の大地震が起こりました。10 年ぶりの余震で
す。人間の社会では 10 年は長い長い時間で

  【区医だより】
　発行者　有田繁広
　編集者　中村泰久　山本大介　　　　 
　印刷所　株式会社　サ　ビ 

あとがき

山田 郁子

すので、なんで 10 年もたって余震？！と驚
きますが、地球にとっては 10 年なんて一瞬
の出来事なんでしょう。コロナ禍での日本で
は初めての大きな地震、被害が少しでも少な
いこと、コロナ感染が広がるきっかけとなら
ないこと、心から祈ります。2 月 15 日には和
歌山で震度 4 の地震もありました。
　コロナ渦で値段が変化したものはたくさん
ありますが、ペットの値段がすごく上がった
そうです。家族と一緒の方、一人で暮らす方、
いずれにしろ自宅で過ごす時間が増えている
のは間違い無く、ペットに癒しを求める人が
増えての値段上昇だそうです。コロナ禍で、
いかに生きるのか、何を大事にして生きてい
くのか、最期の時をいかに迎えたいのか、、、
これまで以上にいろいろ考えるきっかけに
なったのは間違いありません。
　1700 年後の日本人は、新型コロナ感染につ
いていかように思いをはせるのでしょうか。
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